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  関東支社　長野工事事務所
  東日本高速道路株式会社　
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滝ノ沢橋（耐震補強）

滝ノ沢橋(上り線)　足場工図(参考図)

滝ノ沢橋(上り線)　A1橋台　仮設構台図(参考図)

滝ノ沢橋　昇降設備詳細図(参考図)

令和６年度　長野自動車道　五常橋床版取替工事　参考図　図面目録　（１／１）

図　　番 図　面　名　称 図　　番 図　面　名　称

五常橋(上下線)　足場工図(その3)(参考図)

五常橋　付替道路　計画図(参考図)

五常橋　昇降設備詳細図(参考図)

五常橋(上下線) P1橋脚 調査ボーリング位置図(参考図)

五常橋（床版取替）

五常橋(上り線)　足場工図(参考図)

滝ノ沢橋（床版取替）

滝ノ沢橋(上り線)　足場工図(参考図)

五常橋（耐震補強）

五常橋(上り線)　足場工図(参考図)

五常橋(下り線)　足場工図(参考図)





8000 吊足場工Ａ(標準型側面)
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S=1:1000平面図

S=1:1000側面図 S=1:200標準断面図

下り線 橋長 214000
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五常橋(上り線) 足場工図(その1)(参考図)

施工会社名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

株式会社　弘洋第一コンサルタンツ

図面番号

長 野 自 動 車 道

長　野　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社 関東支社

足場工図(その1)(参考図)

図示

五常橋(上り線)

五 常 橋 床 版 取 替 工 事
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断 面 図(1 - 1) 平 面 図(4 - 4)側 面 図(3 - 3)

A1橋台

断 面 図(1 - 1) 平 面 図(4 - 4)側 面 図(3 - 3)

断 面 図(2 - 2)

断 面 図(2 - 2)
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橋台壁高欄設置
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A2橋台

S=1:250

足場工Ａ

足場工Ａ

足場工Ａ

足場工Ａ

足場工Ａ

足場工Ａ

足場工Ａ

V =｛(5.087m+6.627m)÷2｝×8.0m×1.2m

   = 56.2空m3

V =｛(5.087m+6.627m)÷2｝×8.0m×1.2m

   = 56.2空m3

V =｛(5.087m+6.627m)÷2｝×8.0m×1.2m

   = 56.2空m3
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   = 56.2空m3

V =｛(8.946m+2.385m)÷2｝×8.0m×1.2m

   = 54.4空m3

足場工Ａ
V =｛(8.946m+2.385m)÷2｝×8.0m×1.2m

   = 54.4空m3
V =｛(8.946m+2.385m)÷2｝×8.0m×1.2m

   = 54.4空m3

V =｛(8.946m+2.385m)÷2｝×8.0m×1.2m

   = 54.4空m3

2.現地盤高は現地計測値に基づくものとする。

1.本図面は既設設計図書を基に作成しているため、

  現地にて寸法を確認した上で、施工を行うこと。

足場工Ａ

凡 例 注記

施工会社名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

株式会社　弘洋第一コンサルタンツ

図面番号

長 野 自 動 車 道

長　野　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社 関東支社

足場工図(その2)(参考図)

図示

五常橋(上り線)

五 常 橋 床 版 取 替 工 事

五常橋(上り線) 足場工図(その2)(参考図)

橋台壁高欄用足場工
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A1橋台

平 面 図(4 - 4)断 面 図(1 - 1) 断 面 図(2 - 2) 側 面 図(3 - 3)
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A2橋台

S=1:250

足場工Ｂ

足場工Ｂ

足場工Ｂ

足場工Ｂ

足場工Ｂ

橋台壁高欄設置

足場工Ｂ

足場工Ｂ

V = 43.6空m3

V =｛(7.482m＋2.000m)÷2｝×6.868m×1.2m

  = 39.1空m3

V =｛(7.482m＋2.000m)÷2｝×6.868m×1.2m

  = 39.1空m3

足場工Ｂ
V =｛(7.482m＋2.000m)÷2｝×6.868m×1.2m

  = 39.1空m3
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橋台壁高欄設置
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橋台壁高欄設置

橋台壁高欄設置

橋台壁高欄設置

V =｛(7.482m＋2.000m)÷2｝×6.868m×1.2m

  = 39.1空m3

2.現地盤高は現地計測値に基づくものとする。

1.本図面は既設設計図書を基に作成しているため、

  現地にて寸法を確認した上で、施工を行うこと。

注記足場工Ｂ

凡 例

施工会社名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

株式会社　弘洋第一コンサルタンツ

図面番号

長 野 自 動 車 道

長　野　工　事　事　務　所

東日本高速道路株式会社 関東支社

足場工図(その2)(参考図)

図示

滝ノ沢橋(上り線)

五 常 橋 床 版 取 替 工 事

滝ノ沢橋(上り線) 足場工図(その2)(参考図)

橋台壁高欄用足場工
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五常橋 昇降設備詳細図(参考図)

施工会社名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号図示

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社 関東支社

正面図

昇降設備詳細図(参考図)

五常橋

長　野　工　事　事　務　所

注記）

1.現況地形については、施工時に現地にて

　測量を行い、平面形状及び高さ関係を確認し、

　適宜計画を調整すること。

五 常 橋 床 版 取 替 工 事

側面図

平面図
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施工会社名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

長 野 自 動 車 道

滝ノ沢橋(上り線)

東日本高速道路株式会社 関東支社

滝ノ沢橋(上り線) A1橋台 仮設構台図(参考図) S=1:150

1:150

A1橋台 仮設構台図(参考図)

五 常 橋 床 版 取 替 工 事

長　野　工　事　事　務　所

側面図

平面図

断面図
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